
知識・技能
臨書を通して字形や線質、点画の特徴を理解し、それを表現するための用筆・運筆の技法を身につけて

いる。

思考・判断・表現
鑑賞を通してそれぞれの古典の書風とそれを形成する表現の要素を理解し表現するための用筆・運筆の

技法を習得しているか。またそれを生かした表現ができている。

主体的に学習に

取り組む態度

古典や現代の書に関心を持ち、その美を味わおうとしている。

コ ー ス教 科 名 科 目 名 単 位 数 科 学 年

２　学習計画及び評価方法

芸 術 書 道 Ⅰ 2 普 通 1 全

１　学習の到達目標等

学習の到達目標
書道の幅広い活動を通して、書に関する見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の文字や書、書

の伝統と文化と幅広く関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

教科書・副教材 書Ⅰ（光村図書）

学期 月 学 習 内 容 考査・課題・提出物等

第

一

学

期

4
【書写から書道へ】

用具・用材、姿勢・執筆法

5
【楷書の学習（楷書の基本点画、臨書）】

孔子廟堂碑の鑑賞と臨書　用筆の基礎練習・直線・転折・向勢

6
九成宮醴泉銘の鑑賞と臨書　用筆の基礎練習・直線・転折・背勢

雁塔聖教序の鑑賞と臨書　用筆の基礎練習・太細・抑揚・蔵鋒

7
顔氏家廟碑の鑑賞と臨書　用筆の基礎練習・曲線・転折・変化

【創作】楷書の用筆法による創作

期末テスト

8

第

二

学

期

9
【行書の学習（行書の基本点画、臨書）】

集王聖教序の鑑賞と臨書　用筆の基礎練習・連綿・筆の返し方

10
蘭亭序の鑑賞と臨書　用筆の基礎練習・連綿・筆の返し方

風信帖の鑑賞と臨書　用筆の基礎練習・連綿・筆の返し方

11
【創作】漢字の書のまとめ

楷書と行書の創作

12
【創作】漢字の書のまとめ

楷書と行書の創作

期末テスト

４．学習状況の評価方法

定期試験や授業・課題への取り組みに基づき，知識・技能，思考・判断・表現，主体的に学習に取り組む態度の各観点

を考慮し，総合的に評価する。

５．担当者からのメッセージ

「書道の楽しさ」をみなさんと一緒に感じることができるような授業を心がけていきます。みなさんも協力してくださ

い。単位を取るためだけでなく、毎日の生活に生かせる「書道」をみなさんが身につけてくれることを希望していま

す。文字を通して楽しく自己表現していきましょう。

第

三

学

期

1
【仮名の書の学習（仮名の基本用筆と臨書）】

仮名の用筆と基本的筆遣い　いろは歌　連綿

2
高野切第三種と鑑賞と蓬莱切の臨書　単体・連綿・変体仮名

【漢字かな交じりの書】

3
墨量の工夫（潤筆・渇筆）　運筆の工夫（緩・急）

余白の工夫（白・黒／多・少）

学年末テスト

３．評価の観点


